
 Ｑ２ 御成門アカデミーの基本方針は？ 

Ｑ３ アカデミーで進めている研究は？ 

 

Ｑ４ 目指す児童・生徒像は？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ１ 御成門アカデミーの特色は？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

御成門アカデミーは、御成門小学校と御成門

中学校２校のアカデミーです。校舎は道を隔

てて渡り廊下で結ばれ小中の交流を進めや

すいアカデミーです。 

校名の由来となっている『御成門』

は、徳川将軍家の菩提寺である増

上寺の裏門で、初めは御成門交差

点の位置にありましたが、現在は

東京プリンスホテルの敷地内にあ

ります。将軍が参詣する際にもっ

ぱら用いられたことから『御成門』

と呼ばれるようになりました。 

 

小中学校に隣接する芝公園は緑

豊かで、区民の憩いの場になって

いるほか、テレビや映画の撮影も

行われています。また、公園内に

はみなと図書館があり、児童・生

徒にとって、身近な校外での学習

の場となっています。 

港区立御成門小学校 

〒105-0011 東京都港区芝公園３－２－４ 

 TEL：03-3431-2766 FAX：03-3431-0727 

 
港区立御成門中学校 

〒105-0003 東京都港区西新橋３－25－30 

 TEL：03-3436-3551 FAX：03-3436-3552 

 

Ａ： 小中１対１で施設も隣接しているため、一

貫教育を推進しやすい環境です。子ども同士や教

職員間も顔を合わせる機会が多く、交流や連携が

しやすいアカデミーです。 

また、学区域が同一であり、町会をはじめ地域・

関係諸機関も重複しているので、9 年間という連

続した流れで諸活動が浸透しています。 

 

Ａ：「小中一貫教育による学力の向上と児童・生徒の

主体的な交流活動の充実」を基本方針としています。 

小中合同研究（研究授業、相互の授業参観、合同研

究会等）や出前授業等を通して、小中の教員が連携し

て授業力の向上と、児童・生徒の学力向上を図ってい

ます。 

 

Ａ：主体的な判断・行動ができ、地域に貢献する児童・

生徒の育成を目指しています。 

そのためには、発達段階に応じた人格（人間性）を

有し、心身ともに健康な児童・生徒、自主的に学ぶ児

童・生徒の育成に力を入れています。 

育成の視点は、 ①「何を知っているか、何ができ

るか」（個別の知識・技能）、②「知っていること・で

きることをどう使うか」（思考力・判断力・表現力）、

③「どのように社会・世界と関わり、より良い人生を

送るか」（学びに向かう力、人間性等）の３点です。 

 

Ａ：９年間の学びを充実させるために「主体的な判

断・行動ができ、地域に貢献する児童・生徒の育成」

を研究主題として研究を進めています。 

平成３０年度は、重点課題を「小中をつなぐ授業

改善と効果的な児童・生徒の交流活動の検討」とし、

９年間の学び、小中の連続性と継続性を考えた上で、

各発達段階において身に付けさせたい力と、そのた

めに実践すべき学習活動について教科の特性を考え

た 5 つの分科会による研究を進めました。 

 



 
 

5月 中学校参観週間 

6月 小中合同研究会① 

  

 

3月 卒業式 

11月 小中合同避難訓練 

 

 

10月 合唱コンクール 

9月 小中合同研究会② 

8月 学習ボランティア 

7月 小学生体験入学 

  

 

2月 小中合同研修会③ 

１月 中学校作品展見学 

 
 

 

 

 

 

 

           

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

    

☆読書タイム  ☆算数タイム ☆国際交流    ☆縦割り班活動  ☆地域との交流  

☆離島の小学校との交流会  ☆日本伝統文化の体験  ☆表現力を高める指導 

☆体力づくり 

☆オリ･パラ教育 

☆地域清掃(落ち葉掃き) 

☆音楽鑑賞教室 

      

   ☆図書委員会による地域での読み聞かせ会  ☆スウェーデン大使館との交流 

   ☆交通安全運動  ☆地域防災訓練（芝地区防災訓練に参加）  

☆地域清掃（落ち葉掃き） ☆未来の親体験  ☆地域行事への参加  

☆本物との出会い:ロンドン交響楽団 オリ・パラ教育（狂言 奥津健太郎さん 

落語 林家喜久蔵さん、きりんさん 能 小早川泰輝さん・修さん、林雄一朗さん） 

 

 

小学校の教員が中学校の授業を参観します。小学校卒業後、中学

校で頑張っている姿を披露する機会にもなっています。 

小中学校が合同で９年間の学びについて研究しています。発達段

階における指導方法を研修するとともに児童生徒の様子を把握

し、理解するための研究します。 

小学６年生が中学校に体験入学します。中学校生徒会役員から中

学校生活の説明、体験授業、部活動を体験します。 

中学生ボランティアが小学校を訪問して、 

低学年の学習を手伝っています。 

中学校で９年間の学びについて研究・検証するための

研究授業を中学校で行い研究協議会を行いました。 

中学校の体育館で行われた「合唱コンクール」に、小

学校高学年有志の児童がゲスト出演し、素晴らしい歌

声を披露しました。 

中学校の学習作品展の展示会に小学校の児童の皆さんが見学に訪れます。 

アカデミーの研究を検証するため中学校の教員が小学校を参観し、研究協

議を行います。次年度、中学校に入学する児童の様子を知る機会にもなり、

9 年間の継続した指導に生かしていきます。 
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バスケットボール部（男子・女子）、ダンス部、水泳部、美術部、パソコン部 

ソフトテニス部（男子・女子）、野球部、剣道部、吹奏楽部、多言語部 

 

これからも児童・生徒の自主的な交

流をさらに増やしていく予定です。 

小学校・中学校相互に卒業生の歓送

式での演奏を行っています。 

http://onarimon-es.minato-tky.ed.jp/

